資料２
調査客体・調査方法について（案）
1） 在宅の医療的ケアが必要な重症心身障がい児（者）等

調査対象：以下の両方を満たす地域でお暮らしの方

①身体障害者手帳及び療育手帳の両方を所持し、身体障害者手帳の等級が１級または２級で、療育手帳の等級がＡの府民（政令市含む）

　　　　　②「大阪府重症心身障害児・者を支える会」若しくは「大阪府肢体不自由者父母の会連合会」の会員等
調査方法：「大阪府重症心身障害児・者を支える会」及び「大阪府肢体不自由者父母の会連合会」の協力を得て調査票の配布を行う。回収については、記入者が直接大阪府へ郵送する。

調査予定人数：約２，０００名

イ）　障がい福祉サービス事業所等（政令市所在の事業所を含む）
　　　調査対象：①訪問系サービス事業所
　　　　　　　　　訪問看護事業所　　　　　　　　　５００か所

　　　　　　　　　居宅・重度訪問介護等事業所　２，３００か所

　　　　　　　　　重度障害者等包括支援事業所　　　　　７か所

　　　　　　　　②日中活動系サービス事業所

　　　　　　　　　生活介護事業所　　　　　　　　　４００か所

　　　　　　　　　児童デイサービス事業所　　　　　　８０か所

　　　　　　　　　重症心身障がい児（者）通園事業所　１１か所

　　　　　　　　③施設系サービス事業所
　　　　　　　　　短期入所事業所　　　　　　　　　２００か所

　　　　　　　　　重症心身障がい児施設　　　　　　　　５か所
                ④居宅系サービス事業所
ケアホーム　　　　　　　　およそ１００か所（調査中）
　　　調査方法：府から当該事業所へ調査票の郵送配布・郵送回収を行う。

　　　調査予定客体：約３，６００事業所

　

ウ）　重症心身障がい児施設（政令市所在の施設を除く）に入所する障がい者
　　　調査対象：枚方療育園、四天王寺和らぎ苑、すくよかに入所されている１８歳以上の大阪府民

　　　調査方法：府から３施設に調査票・回答フォーマットを送付。施設において調査を実施、回答フォーマットに入力し、府に提出する。

　　　調査予定：約５６０名
